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Sooty Tern, Sterna fuseαtαof Japan 

Kazue NAKAMURA 

Abstract 

Nineteen banded Sooty Terns Sternαfuscata have been recovered at the height 

of the typhoon season over the western Pacific CJ uly through October〕inJapan. 

These were birds nearly all from the breeding colonies on the leeward Hawaiian 

island groups and Johnston atoll, not including birds from the breeding colonies 

on Ryukyu Islands at all where over 6500 Sooty Terns have been banded since 

1975. By comparing the dates and localities of recapture with typhoon tracks in 

the western Pacific, 17 of them can be directly associated with typhoons〔See

Table 1.). This sugg巴stthat occurrence of Sooty Terns beyond the normal limits 

of their p巴lagicrange toward the mainland of Japan is generally the results of 

the disturbance by typhoons. 

はじめに

ミズナギド リ目の海鳥が海洋風をたくみに利用して長距附ーの渡りを し（Kuroda1957), 

また，コグン カンド リFregataaricl若鳥も海洋季節風の動きに同調して長距間lの分散移

動をなしとげる（中村 1981）。しかし風は必ずしも渡りや移動に力を貸すものではなく，

ときにある気象条件下で多数の海鳥が内陸に落されることがあるように，かえって妨害と

なるこ ともある。台風による海鳥の落下もその一つのあらわれである。

1966年の台風26号により一度に16羽のセグロ アジサシSterna fuse at aが海岸や内陸に

洛される事件があった。この記録を台風の性状との関連で検討してその落 下発顕の機構に

ついて考察し，あわせて日本で回収された襟識鳥の記録に基づき，セグロ アジサシの非繁

殖期における分布海域の一部を推定する。また， その移動に関係した分類上の問題点を指

摘したL、。

記録

台風26号は7 リアナ諸島北部から毎時50km前後の速度て、北上し，台風となってからわず

か2昼夜の9月24日夜半過ぎJ¥'!(1ト岡県に上陸した。台風はその後，山梨県，北関東を経て朝

には三陸沖lこぬけた。台風通過付近では 1時間lOOmm以上の短時間の集中豪雨と30m/sec

の暴風に見舞われた。この台風が通過した翌9月25日から26日にかけて， 静岡，神奈川， 東
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中村：日本のセグロアジサシ

京，千葉の1都3県に少なくとも16羽のセグロアジサシが迷行したのである。このうち5

羽がアメリカの標識をつけていた。必下都県別に記録を列記し， 目撃または捕獲位置を図

1に示す。

静岡県 ：焼津市 I，静岡市中田町l，静岡市丸子常盤町1，静岡市内 I，富士市吉原 1'

清水市江尻竹下町l，神奈川県 ：平塚市相模川河口 I，茅ケ 11/奇市湖南大橋1，相模原市下

溝I，東京都： 伊豆大島差木地1，昭島市I，八王子市2，千葉県： 東葛飾郡浦安f!IJ3 
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落下発顕の機構

発見位置を地図上に落してみると，すべて進路の右側すなわち東側に落されていること

がわかる。進路の西側つまり焼津市以西からの報告例はない（図1）。なぜ落下は台風進路

の東側に限られ，セグロアジサシは内陸にまで落ちるのか。

台風とL、う渦巻が進むのは一般流という大きな空気の流れに流されるためである。台風

26号は日本に接近した後，北東に向って進んだ（図1参照〉から，一般流は南西から北東

に向って流れたはずである。左半円すなわち北西側では台風自体の渦巻の流れは主として

北東風である。これに対して一般流は南西風であるから両者は相殺して北西側の風は台風

の動いていないとき，つまり一般流がないときよりも弱くなる。しかし右半円すなわち北

東側では渦巻の流れは主として南西風で，これに一般流の南西風が加わるから，風速は非

常に強くなる。台風域内の風速分布が進行方向に対して左右非対称であるのは，台風が移

動しているために生ずる結果である。移動速度が早くなればなるほど左右の風速分布の非

対称性は激しくなり， 中心から 右側 lOOkmくらいのところの最大風速が大きくなる（図

2）。 かりに台風の進行方向に対し左半円と右半円にそれぞれ A, Bの烏が置かれたと想
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1966年の台風26号の進路とセグロアジサシの迷行位置〔円内〉およびその発見地点の拡大

図。
図 1.
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定する（図3）ならば， 右半円が海鳥にと って危険半円であり，この中にある鳥Bは暴風

雨につつまれて飛び続けなければならなL、。 その場合， 烏Bは台風の進行方向とは逆の方

向に飛び続ける（後述〉だろう。 そして， q齢、向い風にはばまれて後方に脱出できないま
ま徐々に陵地へと運ばれ， ついには暴風雨に抵抗して飛ぶことができないほどに疲労した

ときに落ちる， 当然それは進路の東側， この場合北東側である（図 1参照〕。 これに対し

て，左半円にいる鳥は台風の後方に吹き流されることになるから， 台風圏外に離脱するこ

とが可能であるか，あるいは， 台風の中心近くて、は一様に暴風が吹きまく っているから，

中心付近にいる鳥Aはたとえ左半円にあっても， 渦の流れは左巻であるので次第に台風の

前面にまわり， 鳥Bと同じような位置に置かれる場合の二通りが考えられる。

風速を増しながら台風の中心近くまで吹きこんだ空気はやがて遠心力との釣り合いで中

心に近づくことが困難になってそこに風の穏やかな雲の少ない空間一台風眼をつくる。 セ

グロアジサシが台風眼に入った場合はどうか。

台風によ って日本に運ばれる南方系の蝶はすべて滑空性の長時間の旅行に耐え得る種類

30km/hr 

60km/hr 

JOO km 

lOOkm/hr L--」

小

区I2. 伊勢湾台風を例として，その移動速度をそれぞれ
30km/h, 60km/h, lOOkm/hとした場合の計算
から得られた風速分布，石原（1972〕

図 3. 台風の進行方向と風の分布（点線は一般流）， A, 
Bは鳥の位置を示す。
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40 中村：日本のセグロアジサシ

である（黒沢 1972）。 黒沢は，マダラチョウヰ二｜の各種やタテハチョウ科のうちリュウキュ

ウムラサキ Hyρolimnas属の大部分の種類などは強力な筋力をもっているう えに， 気流

にのって滑空することができるのでエネルギーの消耗も少なく ， 台風の中心↓こ巻きこまれ

た場合には， 中心にある上昇気流と下降気流に支えられて中心の中だけで上下を繰り返し，

長時間の飛行に耐えることができると推定している。長距離を長時間飛び続けることので

きるセグロアジサシ（後述〉に関しても同様な抑定が司能と思う。 しかし，かりにセグロ

アジサシが台風眼の中を浮朔しながら陸地まで運ばれたとしても， 上陸に際しては地形の

摩擦の影響で眼は急激に小さくなり消えてしまうから， それまて、台風眼に入って運ばれて

きた鳥の多くは， 左巻の気流に押されて， [I良から右側つまり東側にはじき出されるだろ

つ。

これまで述べたような遭遇場面はあくまでも仮定であり， 台風に巻き こまれる仕組みに

ついては推測の域をでない。しかし発見記録が例外なく 台風進路の東側に限られた現象は，

以上のような移動台風の風速分布の特性に起因すると考えれば理解しやすい。進路の東側

に：泌されるとしづ現象はセグロアジサシに限ったことではなく， 台風によって太平洋側の

陸地に運ばれることのあるシ ロハラミズナギトリ Pterodromahy_bolcucaやネッタイチ

ョウ Phaethonspp.にも当てはまるであろう。南半球では（サイクロンの〉渦の流れは

北半球とは逆に 右巻であるから進路の西側に帯される （例えば Kinsky1968を見よ〉。

台風に遭遇したセグロアジサシの行動 私は台風通過の最中，セグロアジサシが風に逆

って沖へ逃れようとする行動を相模川河口（神奈川県平塚市〉で1視察している。 1975年8

図 4. 強風に逆って沖へ逃れようとしているセグロアジサシ若鳥，相模川河口 1975.8.23後方

に見えるのは湘南大橋，筆者撮影
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月23日，台風6号の影響で相模川河口には南の強風（県水産試験験場相模湾支所による午前

9時の観測で18.Om/sec）が吹き荒れていた。 午前9時45分，干潟の上を低空で飛ぶセク

ロアジサシ若鳥を白撃した（図4）。強風に逆って沖へ逃れようとするが，風に押しかえさ

れて脱出することができず， 少なくとも10時10分までの25分間風に逆って飛び続けるのを

みた。アジサシ Sternahirundoやコアジサシ Sternaαlbifronsのような沿岸種が干

潟砂川｜に集結して地上にいたのとはきわめて 対照的な行動であった。 この｜告は台風進路

（上陸地点は徳島）の東側の海上にあって， 風に逆って飛び続けるうちに 徐々に強風に押

されて陸地へと運ばれてきたにちがいない。

1966年の台風26号により本州、｜まで運ばれたセクロアジサシ 16羽はすべて進路の東側に迷

行している（図 1）ことはすでに述べたが，その捕獲あるいは目撃当時の鳥の疲労状態は，

捕獲後まもなく死亡 （静岡の例，表1参照〉，地上にあって疲労した状態（神奈川の例，高

野 1966），飛用力のあるもの（神奈川， 千葉の例，安部 1966；柳沢紀夫氏， 私信〉などの

ちがいがあった。 台風の上陸地点に近い位置つまり西寄りに落された鳥ほど体力の消耗が

激しいようにみえる。 同じ台風に運ばれながら体力の消耗状態に差があったのは，その鳥

の置かれた位置のちがいによると考える。 移動台風の速度が早 くなるほど左右の風速分布
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,}t?~ 図 5 日本海沿岸で記録され

たセグロアジサシと関

連台風との位置関係，

OEPは911寺の中心位置，
日付，進路のうち太い

実線は台風期間細い

実線は渦帯低気圧の期

間， ．印はセグロアジ
サシの記録位置，日付

を示す（1.京都府北区3

2.福井県今立郡， 3.富

山県朝日川J,4.新潟県

中蒲原郡および新津市〕
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表1 日本におけるセグロアジサシ標識鳥の回収記録

同取 （！1: ／陀
/1'1 1(( l~Jf品品店自民間引けr ~1~~； ~1 II ·~ 制

,.,. 
'I'・ JI II 

I 奈良県千陀巾 1965. 8. 7 15日，I定本 Wake juv 1965. 5. I /iJI• ・ 他 1966 , McCluce 1974 

2 f;;¥(i；＼ ！，·；上！ •Ii' 1960. 8. 7 JS'J・, ！県本 Wake nest. 1965. 5. J Gould 1974 

3 .1Jii'J•!,\1i'ii市1；’ l出 1965. 9. 18 2·1り2 三 •fl: γ Johnston ]UV ]965. 5. JI J『件他 1967』McCiuce1974 

•J 新潟県Yfril'.il↓ 1965. 9. 18 2・11）－， 三：F Johnston local 1965. 5. JI Gould 1971 

5 神奈川』，＼ ;y：，ク自·~ii" J 966. ~. 25 26'5-. i¥i<f品j X〔＇！） Midway br山c~d. J9GG. 6.12 McClure 1974; Gould 1974 ; «'0 1 • ・ 他 1975

6 静岡県，＼￥附ii≪ 1966. 9. 25 26,J-, 1'<￥附 (D〕 Johnston nd 1966. 3. 22 占JI<・他1967，恥kClurc1974 

7 静岡リ 1966. 9. 25 261J，品Ji'i Johnston ad 1966. 3. 22 Gould 197・1 

8 静｜却問＼i/,;,,・,1,- 1966. 9. 25 25•; . :111必I (D) Lisianski ad 1966. 6. 11 ·u1• ・ I也1967,McClure 197・1 ; Gould 1974 

9 Fド奈111~， H<l\i!'idi 1968. ・I 26 Laysan ad 1965. 8. 6 Gould 1974 

10 ,: :; :111~，＼川）Jld« 1968. 7. 3 3 'J乎 cfl¥'.<l日ー Johnston ad 1964. 3. 8 Gould 197•1 

11 ；：百＼JJi,¥hJ'llnl 1968. 7.28 1リ 尚昆l Johns/on ＂じSl. 1968. 5. 2日 ,'{JI<・他 1970; McClure 1974 

1 2 州知1 •1: \.:·:.Jm11 1968. 7.28 I:;-, i：ゐ：n Jnhnston l白 al 1968. 5.田 Gould1974 

13 ;:':i}M¥KW.Jlnl 1968. 7. 29 I >j・, ~＇：i :CJJ Johns/on IY← 1966. 5. 2 占 ll• · i也 1 970 ; McClure 197•1 

J.J ；：うi知県出，｝11 •1« 1968. 7. 29 I 1;-, i:':.Jn Johns1on ad 1966. 5. 2 Gould 1974 

15 川知県む川1:1; 1968. 7.30 1·•;, ;::;'1.11 john"o" IY1 196•1. 3. 8 ，＇；）（≪ ・l也1970; McClure. 1974 

16 IJl!見出i;li1I＇ノj、J/.liill山 1972.8. 18 JI lj単 Laysan IY' 1965. 7.17 111附l.iu'if.','i減研究室 1978

17 神奈川県制！（＼di 197・1. 8. 2G 14 >J, 1'iH,≪I i口〉 Taongi juv. 印刷 10.12 11＇村 1975

18 徳品県美.＇.≫m1 1975. 8. 23 6リ，兵Ji(( × Kure juv. 19刷 8. 14 111附山If悌識研究室 1978

目 的岡県周知l引 1979. 10. 19 泊り，和歌山 x Enhvetok 3Y' 1969.. !. JO 山附E¥If糠識研究室 1979

回収の）iiL 、新しい叱（.（；J.たは！iii出後主 Lなえ死亡した Lの 』 （ D)l11i被後自，；Jif 'i•に吃亡したもの ，一記軟な し

・!/'・ 令 nest闘L .I陀刈）jのまどないLの， local；払 作絞＇0~な 月!IJJ )Jに欠ける Lの a juv幼l弘生後一・年以内で飛IJl1Jのあるもの ，

1 y＋消 】 WJ』 lたっている Lの 。 3Y • 渦 3 :1・以 lた っているLの， ad1,J( uまたはj正向~＇Iの Lの ； breed. •d 繁町11,£ 9,

キ日本に上限せず

の非対称性は激しく なり， 中心から右側 lOOkmぐらいのと ころの 最大風速が大きくなる

（図2参照〕から，中心から遠く東へ位置していた鳥よりも，！こ｜コ心に近い位置にある鳥ほど

体力を消耗するだろう。先きの相模川河口に迷行したセグロアジサシが飛び続けているの

に対し， 同じ台風6号により，中心に近い徳島に迷行した1羽は， 落下後まもなく死亡し

ている （表I，記録18）ことからもわかる。 台風の中心lこ近い右半円につつまれたまま陸

地に運ばれたJ鳥は沖へ逃れよう として疲労するまで飛び続け，その場合， 強風に抵抗して

飛ぶので中心lこ近い位置に置かれた鳥ほど時間の経過とと もに疲労は蓄積し， 体力を著し

く消耗した個体が務 ドあるいは降下してしまうのであろ う。

これまで日本海沿岸に近い内陸から報告されたセグロアジサシ6例のうち 5例が明らか

に台風と関連して記録されている。湯浅 (1977）は， 1966年9月27日に富山県朝日HIJで記

録された 1例を台風26号の影響による迷行と しているが， 発見地点は26号の進路（／；；？／1参

照〉から遠く西へずれた位置にある。 1966年は24号と26号が相互干渉しながら同じ頃日本

に上陸した年である。このセグロアジサシは，8月25日四国沖に接近し， 大｜坂上 l~E後富 1-Li

を経て日本海にぬけ， 低気圧に吸収された台風24号 （図5 3参照〉の影響を受けて迷行

したとみるのが妥当であり，26号の影響としたのは，落下発顕の機構を考察することなく

機械的に結びつけた結果の誤謬である。 図5はこれらの記録位置および記録日を関連台風

の進路との 関係で示したものである。太平洋問機すべて進路の東側で記録されているか

ら，これらは危険半円に入った鳥が太平洋から本州をj決断して， 日本海沿岸まで運ばれた

ものと推定できる。 日本海および日本海大陸側における本種の記録がこれまで皆無である

(Gore and Won 1971; Shuntov 1972；邦 1976,Ivanov 1976; Etchecopar and Hi.ie 
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1978）ことからも，セグロアジサシが日本海にl当然分布するとは考え難い。残る富山県井

波町で1973年7月16日に 記録されたという 1例（湯浅 1977）は， この年のいずれの台風

とも結びつかない不可解な記録である。 しかし，日本海沿岸に台風の影響を受けて迷行し

たと推定されるシロハラミズナギドリやネッタイチョウが， ときに進路の西側で目撃され

たり捕獲されたりすることもあるので， 日本海沿岸における熱帯性海鳥類の発顕機構につ

いてはさらに検討を要する問題である。 台風にはモデノレ台風（図6）のように，ある決っ

たコースを通るだけでなく，いろいろなコースをとり， とく 異常経路という特殊なコース

をたどる場合 （迷走台風〉もかなりあり， また， 2個以上の台風が近い海域にあるとき，

台風は互いに干渉しあって複雑な動きをすること もある。従って，太平洋側についても，

進路の東側に落されるとLづ現象を， 台風の影響を受けて迷行したすべての海鳥類に当て

はめて一般化することは困難であることも指摘しておく。

セグロアジサシの分散移動と迷行記録との関係

1963年3月以来， ハワイ， フェニックス（ハウランド島を含む〉 諸島およびジョンスト

ン，ウェーキ環礁において， POBSP＊により標識放鳥されたセグロアジサシは120万羽以

上におよぶ（Gould1974）。 このうち 1963年から1979年にかけて日本で19羽が回収されて

いるが， 10例がジョンストン環礁， 5例がハワイ詰島，4例がウェーキ， タオンギ，エニ

ウエトク各環礁で標識された烏である（表1）。

表1はこれらの回収位置および回収年月日をその年発生した台風の進路，上陸地点およ

び上陸自に照合してセグロアジサシの迷行に関係した台風を割り出したものである。 1968 

図 6. モデノレ台風， 日本気象協会 (1973〕

持 PacificOcean Biological Survey Program, Smithonian Institution 
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図 7 赤道収束帯と著しい台風の発生場所，和達〔1958)

年7月3日に高知県高知市で回収された 1例 （表I，記録10〕を， Gouldは台風3号と関

連づけているが，この台風は四国の南250マイル沖の太平洋上て、消滅し，日本には上陸して

L、ない。移動台風の風速分布の特性に関係して太平洋岸に運ばれるセグロアジサシが進路

の西側に落されることはまずないから， この烏が日本に上陸していない台風3号の影響を

直接受けて陸地に迷行したとは考え難い。 台風3号により四国沖まで運ばれた烏がさらに

ここで低気圧に巻きこまれて落された可能性が強＼'a北の冷気回と台風の暖湿流で前線が

活発化し， 台風3号も抱きこんで発達した低気圧が7月2日未明から西日本に大雨を降ら

せて東進し， 3日に三陸沖にぬけているからである。従って回収19例中17例（89.5%）が

直接台風と関連して捕獲され，そのすべてが進路の東側に落されている。残る2例のうち，

I例が台風プラス低気圧の影響と考えられ， 1968年4月26日，神奈川県横浜市で捕獲され

た1例（表I，記録9）のみが台風と関連な く回収されている。

1965年から1968年にかけて19羽がフィリピン諸島で回収されている（Gould）。これらは

ハワイ諸島，ジョンストン環礁の他， ウエーキ環礁， フェニッ クス諸島のハウランド島，

ギルバー卜 諸島のマッキーン島， ライン諸島のクリスマス島などで標識された烏である。

フィリピン諸島におけるセグロアジサシの回収位置は北緯9～16度の範囲であり ， その回

収時期は10月から 5月にまたがり， 主として11月から 3月にかけてである。日本における

回収状況と同僚に， その大部分が台風もしくは熱帯低気圧と 関連して捕獲されている

(Gould）が， 日本では7月から 9月の夏から秋にかけて回収されているのに対し，フィリ

ピン諸島では主として11月から 3月の冬季である。 では，なぜ両地域で，このような回収

時期にちがいが生ずるのか， それを知るためにモデル台風（図6）を想定して以下に考察

する。

台風の多くは， 北太平洋高気圧から吹き出す北東貿易風と南半球の亜熱帯高気圧から吹

き出す南東貿易風またはインド洋を吹走する 南西季節風との聞の， いわゆる 赤道収束帯

（赤道前線〉に発生する（図7)が，台風ははじめ北緯5～10度くらいの海域を東進してき

た偏東風波動が東経 140度付の赤道収束帯に入り， g弘、熱帯低気圧として発生する。発生

当時のに｜ごI心気圧は lOOOmb以上の弱L、もので， 西進あるいは北西進しながら発達する。こ

の頃弱L 、熱＇~f低気圧は外への勢力を広げず， 中心気圧が急激に下降する。 そして中心付近

の最大風速が17m/secをこえるようになると台風となる。台風眼があらわれはじめるのは
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君主2 南方洋上を転向しないでト西進した台風および転向しても20°N以南で消滅した台風 。、ずれ
も!J!Jo、熱帯低気圧を含む〉の総数（1944～1955），手口達 （1958）より

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

15年間の総 数 6 4 2 3 2 9 18 19 24 21 14 14 136 

1年当り の平均 0. 4 0. 3 0. 1 0. 2 0. 1 0. 6 1. 2 1. 3 1. 6 1. 4 0. 9 0目9 9. 1 

各月の発率生〔%総〕数に対 86 50 67 30 17 31 27 20 36 35 42 67 33 する比 （ 

この時期である。 台風は引続いて 10～20km/hで北西進しながら発達し，しだいに暴風半

佳を広げる。その後の台風の進路は大別すると二つに分れる。 その一つは，そのまま フィ

リピン，南シナ海， 華南方面を襲うもので， 発生した台風の約3分の1はこの進路をとる。

とくに寒候期に発生した台風は半数以上がこの進路をとる（表2参照〕。発生総数に対する

比率が11～ 3月に高いことがわかる。もう一つの進路は， はじめ西進または北西進するが

その後北上し，しだいに暴風半径を広げる状態は北緯25度付近まで続き， 稜線をこえるこ

ろ最も発達して中心気圧が最低となり， 暴風半径は最大となる。 この付近を過ぎると大き

く放物線状に向きを変えて， 大陸東縁，日本付近，日本東方洋上などを北東進する。 発生

した台風の約3分の2はこのような進路をと る。とくに夏と秋の台風はこの進路をとるが，

これは夏季の北太平洋高気圧に関係する。 台風は日本付近へ張り出した高気圧の中へは突

っこんでいくことができず，高気圧の縁辺に沿って移動する。高気圧の中心部から東西に気

圧の稜線がのびている（図6参照〉が，稜線を境として南と北とでは風系が異なる。 南側

が偏東風帯，北側が偏西風帯である。 台風は偏東風帝の気流に流されてはじめて西進し，

後に北西進して稜線にぶつかる。 ここが台風のij！五向点、で，この付近を過ぎると偶商店附ーに

入り， 台風は偏西風にのって北東進する。 この高気圧の稜線は，夏季には東シナ海に達す

るので， 台風は西進して大陸に上陸することが多くなる。 しかし夏から秋にかけては高気

圧の稜線が東の方に後退するので， これに対応して転向点が東へ移動し， 日本に上陸する

台風が多くなる。1～6月および10～12月の ’

台風の発生域は主として北緯15～20度以南に

限られているが， 7～9月には多発海域は5

～10度ほど北上する。台風の発生数，発生場

所が季節によ って変化するのは．これらの気

流系の位置や強さが季節によ って変動するか

らである。

日本とフィ リピン諸島におけるセグロアジ

サシの回収時期に著しいちがいがあるのは，

以上のような季節による台風の多発域および

進路の変化に対応した現象であり， 回収記録

が九州、l，四国，関東，東海の西日本で， 7～

8月に集中し， 東日本で9～10月とく に9月

に多いのは， 月によ って台風の北東に転向す

る位置が変化し， 西から東へずれが生ずる

（図8）結果であると考える。10月の台風の平

サ
イ
パ

ュ，

図 8. 台風の月別通常進路，大谷 （1955〕
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均転向位置は7～9月の台風より南に下がって， 南洋から北西に進んで小笠原と琉球の聞

に達すると北東にI性lがるから， およそ小笠原付近あるL、は小笠原．と関東の聞を通過する。

10月の回収記録が東日本にあって西日本にない（表1参！！めのは， 10月の台風が西日本を

袋うことがほとんどないことによると考える。 セグロアジサシが10月の台風で日本に迷行

するとすれば，その迷行位置は主として関東から伊豆諸島にかけての地域であろう。

次にどの海域でセグロアジサシが台風に巻きこまれるのか，以下に考察する。

図9は，ハワイ諸島およびジョンス トン環礁で標識され， 1966年の台風26号， 1968年の

台風4号により， 日本で回収されたセグロアジサシの回収位置と関連台風との位置関係を

示したものである。 台風26号に関連して回収された5羽のうち l羽については不明だが，

2羽がハワイ諸島， 残る 2羽がジョンストン環礁で標識された鳥であり ，4号に関連して

回収された 5羽はすべてジョンス トン環礁で標識された鳥である（表1参照〉。

台風の多くは， 東経120度以西，東経 170度以東に発生し， 東経 170度以西に発生する

ことは非常に稀である（図7参照〉から， まず第一に，ハワイ諸島およびジョンストン環

礁で標識されたセグロアジサシが台風26号に遭遇するには， 繁殖地から遠く西へ，少なく

とも東経 170度以東の海上になければならない。 しかし実際にはさらに西進していなけれ

ばならなL、。 なぜなら回収に関係した台風の発生域はさらに東寄りの海上だからである。

台風26号は，マリアナ東方海域の， およそ北緯16度，東経 152度付近で発生し，台風とな

ったのは， およそ北緯18度，東経147～148度の，マリアナ諸島北部海域である。4号が台

風となったのはマリアナ諸島南部海域である（図 9参照〉。この時期，ハワイ諸島およびジ

ョンストン環礁の標識鳥がマリアナ近海iこし 、たとする惟定は Gouldの結論と矛盾しなし、。

ハワイ諸島およびジョンスト ン環礁のセグロアジサシの繁殖サイクルは年周期で規則的で

あり，9～12月が非繁殖期に相当する。ジ ョンストン環礁の場合，幼鳥はふつう 8月1El, 

ほとんどの成鳥は8月下旬までに離島する。 中部太平洋に繁殖するセグロアジサシのすべ

ての年令群が，非繁嫡期， 繁殖地から西へ分散し，ハワイ諸島，ジョンストン環礁など北

部海域に繁殖する個体群の多くがフィ リピン海に達するからである。

台風26号はマリアナ北部海域から 50km/h前後の速度で北上し， 60km/hで日本に接近

した。左右の風速分布の非対称性は移動台風の速度が早くなるほど大き くなる。60km/h

で北西進した とすると，中心から進路東側の100～200kmの海上には50～60m/secの暴風

が吹き荒れ，中心付近から進路東側の少なくとも半径 500kmの範囲は30～40m/s巴Cの暴

風半径に入っていたと考えられる（図2参照〉から 3 マリアナ北部海域でハワイ諸島およ

びジョンストン環礁からの分散個体群の一部を 暴風圏内に捕捉したとしても不思議はな

L、。

セグロアジサシの羽毛には防水機能がなし、。 Watsonら (1915）の実験によると，クロ

アジサシ Anousstolidusは一晩中海面に浮いていられるのに対し，セグロアジサシはわ

ずか25分で海水が羽毛に浸み通ってしま うとしづ。 このためと考えられるが，セグロアジ

サシは海面に降りて休むようなことをしなし、。採餌の際にもクロアジサシのように足を使

うことはなく（Ashmoleand Ashmole 1967）， 主として飛びながら海面から餌をすくいと

る（Ashmole1963 b）。セグロアジサシの繁殖期および周期は地域により顕著なちがL、が

ある（Hutchinson1950; Chapin 1954; Ashmole 1963 b）が，例えばジョンストン環礁

に繁猫する鳥であれば， 9～12月が非繁殖期に相当し， この期間海上で過すので数ヶ月は

飛び続けることになる。 セグロアジサシは恐らく 6才になるまで繁殖しない（Robertson
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図 9. ハワイ諸島およびジョンス トン環礁で標識されたセグロア
ジサシの回収位置（・印〕および日付， 関連台風との位置
関係。細い実線は弱L、熱帯低気圧と温帯低気圧の期間，太
L、実線は台風の期間，O印は 9時の中心位置，日付を示す。

1969）から， 若鳥の中には成鳥よりさらに長期間飛び続けるものがいるだろう。このよう な

長H寺間飛び続けることのできる生理的な仕組みについてはよくわかっていない（Dinsmore

1971）が，セグロアジサシは長距離飛行に高度に適応した種であるにちがいなし、。

中部太平洋のクリスマス島におけるアジサシ類の食生態に関する調査結果によると，ク

ロアジサシは陸から50マイル以内の距離のと ころで主に採餌し， セグロアジサシは数百マ

イルも離れた外洋まで餌をとりにし、く。シロアジサシ Gygisa!baもかなり広い海水面を

採餌場所として利用している。 しかし， ハイイロアジサシ Anous ceruleaやヒメクロ

アジサシ Anoustenuirostrisは陸をあまり離れず主に数マイルの ところで採餌する

(Ashmole and Ashmole 1967 ; Ashmole 1968）。 日本本土にj進行するのは，セグロアジ

サシ，シロアジサシ，クロアジサシなどの外洋種に限定され， なかでも毎年のように台風

の影響を受けて日本本土に迷行する熱帯産アジサシ類のうち， その多くがセグロアサシで

ある（中村，未発表〉のは，この種が生理 ・生態、上長距離飛行に高度に適応し，長距離の分

散のすえ非繁殖期を外洋で過すとL寸特異な生活様式に関係した現象であると考える。 ヒ

メクロアジサシ とハイイロア ジサシが日本本土に迷行した記録はない（日本鳥学会 1974）。

47 
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日本産セグロアジサシの分類上の問題

日本鳥学会 (1974）は，インド洋，シナ海，琉球， 小笠原を含めた西太平洋に繁処する

ものを S.f. nubilosaに統一し，南鳥島のものを S.f. oahuensis (cf.黒田 1953）と

しているが， Petersは，ハワイ，南鳥島，小笠原以南の太平洋のものを oahuensisとし，

インド洋，シナ海，琉球のものを nubilosaとしている。Bakerもミクロネシア産の亜種

名に関しては Petersの目録に準じて S.f. ohauensisに仮同定している状態であり，セ

グロアジサシの分類に関してl品、まだ決定的な研究がなされていないようである。

琉球で繁殖するセグロアジサシがどのような移動をおこなうかは非常に興味ある問題で

あるが，1975年から1981年までの7年間に八重山諸島仲の神島で6500余羽が標識されて

L、るにもかかわらず， 繁殖地外の囲内および 国外における 回収例はこれまで皆無である

（尾崎 1982，私信〉。 すでに述べたよ うに， 本州， 四匡l，九州で回収されたセグロアジサ

シはすべてハワイ諸島およびジョンストン，ウエーキ，タオンギ，エニウ エ トク各環礁な

どで標識されたものである。 日本鳥学会 (1974）は，本州，四国，九州、｜に迷行するものも

nubilosaに含めているが，少なくともこれまでの回収記録に限っていえば，本州，四国，

九州に記録されるセグロアジサシは中部太平洋北部および中西部海域に繁殖する個体鮮に

由来するものであり，琉球からの迷行とする考え（Austinand Kuroda 1953）は否定さ

れる。ハワイ，ジョンストン環礁などに繁殖する個体砕を Sf. oahuensis，球琉のもの

をごに fnubi osaとする分知が妥当であるならば， 日本産セグロアジサシには琉球の土

着E種と中部太平洋に由来する迷行亜種の2亜種が合まれることになる。

要 約

1966年9月の台風26号により本州に i遂行したセグロア ジサシの記録を移動台風の風速分

布の特性との関係で論議し，その落下発顕の機構について考察した。 また，ハワイ諸島，

ジョンストン，ウエーキ，タオンギ，エニウエ トク各環礁などで標識され， 日本で回収さ

れたセグロアジサシの記録を整理し，これらをその年の上陸台風の進路，上陸場所，上陸

日に照合して迷行に関係した台風を割り出し， 落下発顕の機構に基づいて非繁嫡J1fjにおけ

る分布海域の一部を推定した。

1. 通常のコースをたど った台風一主として本土上陸台風ーの影響を受けて本州，四匡｜，

九州に迷行するセグロアジサシは移動台風の風速分布の特性に関連して， 太平洋側ではほ

とんど例外なく進路の東側に搭される。陸地に運ばれた鳥は沖へ逃れようとする行動に出

るが，その場合強風に逆って飛び続けるので， 進路の東側にあって中心に近い位置にある

鳥ほど時間の経過とともに疲労は蓄積し， 体力を著しく 消耗した個体が海岸から内陸にか

けて落下もしくは降下すると推定した。上陸台風進路の東側に落されるとし寸現象は， 台

風に遭遇し太平洋側の陸地に運ばれることのあるシロハラミズナギドリやネッタイチョウ

など外洋性熱帯海鳥にも当てはまると予測した。

2. 回収記録19例のうち17例（89.5%）が直接台風と関連して捕獲され， その回収時期

は台風の月による北東iliZ向位置の移動に対応して， 西日本では7～8月， 東日本では 9月

に集中する。 フィリピン諸島における回収時期（11～3月〉と著しいちがL、があるのは，

季節によ る台風の多発域および進路の変動に関係した現象と考えた。

3. 少なくともこれまでの標識鳥の回収記録に基づく限りでは， 本州，四国，九州に迷
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行するセグロアジサシはすべてハワイ諸島，ジョンストン， ウエーキ各環礁，マーシャル

諸島など中部太平洋北部および＂Iコ西部に繁殖する個体群に由来し， 琉球に繁殖する個体群

を含まな＇ 'o 日本海沿岸を含む日本本土の陸地に迷行するセグロアジサシの多くは，マリ

アナ海域からフィリピン海にかけての 西部太平洋から台風により運ばれるとLづ 偶発的要

素に支配された分散形式の結果であるとした。
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